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　　　　　　　及 び グ ル コ シ ル トラ ン ス フ ェ ラー ゼ 阻害効果
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phrologludnQl　al】d　sesquiterpene 　having　an　antibacteria且activity 　on 　oral 　bacteria　and 　an
iphibitory　ef琵 ct　on 　glucosyltransferase（GTase）．　In　this　paper，　a　60％ ethanol 　extract　ofli ．

giobu’lts　leaves（extract 　A ）and 　its　EtOAe −soluble 　fraction（extract 　B）co 鵬 aining 　most 　of

nlacrocarpals 　 weI
’
e　examined 　fc）r　the　 cariostatic 　effects ’〃 vitro 　丁he　extracts 　A 　 and 　B

inhibited　the　growtb　of 　cariogcnio 　bacteria　at　concentrations 　of　6．25−50　and 　3．13−25　pg！mi，
respectively ，　but　their　antibacterial　activities　on　the　intestinal　bacteria　were 　relatively　low．

The　extraGts　A　and 　B 　strong 正y　inhibited　the　glucan　synthes 量s，　especially 　adhesive −insolublc

glucan　synthesis 　by　GTase　prepared　fヤ〔｝m 　X ∫o ゐrinns 　6715

Keywords −一’−EucatJptu．s　9〜obutus ；macrocarpal ；ant量bactedal　activity；car ｛ogenic 　bacteria；

mutans 　StreptococcL　intestinal　bacteria；glucosyltransferase

　　ユ ーカ リノ キ （E ．　globulus）は ，オース トラ リア

に自生す る 常緑 高木 で ある，葉に は シネオ ー
ソ レを主

成 分とす るユ
ーカ リ油を含有し ，

去 痰剤や喘息時 の

吸 入剤 と して 用 い られ る ほ か，蚊の 忌避剤 と し て 利

用 され て い る ．前報
D

にお い て ，ユ
ー一カ リノ キ葉抽

出物及びそ の 成 分 で あ る macrocarpal 類 は Pl腔内細

菌に 対して 強 い 抗菌活性を示 し ， さらに齲蝕原 因 菌

の 産 生 す る グ ル コ シ ル トラ ン ス フ ェ ラ ーゼ

（GTase）阻害効果 を有す る こ とを み い だ した ．そ

こ で今回，さ ら に ユ ーカ リノ キ 抽出物の 基礎的 な抗

齲蝕 効果を確認す る こ とを R的 と し て ，
ユ
ーカ リノ

キ 葉の 60％ エ タ ノ
ー一．ル 抽出物 （エ キ ス A ）及 び 高

maerocarpal 含有画分 で ある酢酸 エ チ ／レ 可溶部 （エ キ

ス B ）を調製 し，各エ キ ス 中の macrocarpal 　A ，　 B ，　 C

の 含有量を明 らかにす る とともに ， そ の 齲蝕原 因菌

（32）

（ミ ュ
ータ ン ス 連鎖球 菌）及び腸 内細菌に対す る抗

菌活性及 び 5瑠 μo σ oc σ粥 sobrinus 　6715 の 産 生する

GTase に よ り生成する 3 種類 の グ ル カ ン （付 着性 不

溶性 ，非付着性不 溶性 ， 水溶性 グ ル カ ン ）に 対 す る

阻害効果の 検討を行 っ た ．

　　　　　　　 実　験　の 　部

　 1 ．実 験材料

　材 料　ユ
・一．一カ リ ノ キ （E．globulu∫）葉 は カ リ ス 成

城 （東京）よ り購 入 した．緑茶 は 静岡産市販 品を用

い た ，

　試 薬　Thymol は Sigma社 製を用 い た ．

　 2 ．　試 験試料 a）調製

　 1 ） x 一カ リノ キ抽 出物 の 調製 ： ユ
ー一カ リノ キ葉

は細切 した 後，水蒸気蒸留に よ り精油分を除 去 し ，

乾燥，粉砕 した もの を用 い た ．粉末ユ
ーカ リノ キ葉
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Fig．1．　 Structure　of 　Macrocarpal　A ，　B　and 　C

lkg を 101 の 60％ エ タ ノ
ー一

ル で 還 流抽出 を彳1い ，濾

液を減圧濃縮 ， さらに凍結乾燥 を行 うこ とに よ り抽

出物 2弖5g が得 られ た．本抽出物は エ キ ス A と し，

試験に 用 い た．さらに ，エ キ ス A50g を水（2000m ［）

一酢酸エ チ ル （2000ml）で 3 回分配 し ， 酢酸 エ チ ル 可

溶部を減圧濃縮する こ とに より，抽出物 20．8g が得

られ た ．本画分は macrocarpal 類を高濃度に含有す る

もの で あ り ，
エ キ ス B と し て 同 様 に 試験 に 用 い た．

　 2 ）緑茶抽出物 の 調製 ： 緑茶 ］00g を粉砕 した後 ，

80℃ の 熱水で 1 時間抽出 を行 い ，抽出液 を濾別，凍

結乾燥す る こ とに よ り ， 抽出物 25g が 得 られ た ．本

抽出物を緑茶抽出物と し，試 験 に 用 い た ，

　 3 ．試験試料の 分析

　 1 ）試 料溶液 の 調 製 ；分 析 試料約 20mg を精秤 ，

ネジ栓付 き試験管に 入れ ， メ タ ノ
…

ル 10mlを加 えた．

超音波処理 （10分間）を行 っ た 後 ，
メ ン ブ ラ ン フ ィ

ル タ
ー （0．22pm ）で 濾過 した もの を試料溶液と し た，

　 2 ）HPLC 条件 ：ポ ン プ は 島津 LC −9A 高圧 グ ラ ジ

エ ン トシ ス テ ム ，検出器は 島津 SPD −6AV ，イ ン テ グ

レ ー
タ
…

は島津 C−R4A を使用 した ．カ ラ ム ； Senshu

Pak 　ODS −1251−SH （46 φ × 250mm ，5pm ，セ ン シ ュ
ー

科学）．移動相 ；メ タ ノ
ー

ル dO ％ 酢酸水混合 液 （85 ：

15→ 90 ： 10 ； 0〜15 分，90 ： 10一ゆ 100 ：0 ； 15〜20

分 ， 100 ： 0 ； 20 〜 35 分）．流速 ；1mlノ分 ， カ ラ ム

温 度 ；40℃ ，検出波長 ；275nm ， 注入 量 ：20 μ1．

　3 ）検量線 ： macrocarpal 　A．　B，　C は
， 前報

1 ） に 示

した方法に よ り単離 し た もの を，24 時間室 温 で 減圧

乾燥 させ 用い た．個 々 の 化合物 の 検量線 は 絶対検量

線法 に よ り求め た ．回帰方程 式及 び 相関係数を以 下

に 示 し た．

macrocarpal 　 A 　； y＝2．940 ×　l　O
’8x − 4，066 ×　10

’5

（z
＝09997 ），macrocarpal 　B ；y＝4．031 × IO

’8x
十 8．932X

lO
’s
（FO ．9993），　macrocarpat 　C ；y＝3．545 × 10

’8xt
　I．022

× IO4 （r
・・O．9986）．　x は ピー

ク面積 ，
　y は濃度 （mg ！ml ）．

　 4 ．試験菌株及 び 使用培地

　 齲 蝕 原 因 菌 （Streptoeoccus　 mutatl ．s’MT8148R ，

Ingbritt，　S．　 sobrinus 　6715，　B　13，　Streワtococcus 　sangtlis

ATCC 　IO566，　 Streptococcus　sahvarius 　ATCC 　9759，

Streptococcus　mitis 　ATCC 　9811，丿Z
”
nterococcuS 丿

’

aecaiis

ATCC 　19433，　Lactobac 〃 us 　casei 　ATCC 　393）は br滋n

heart　infUsion（BHI ）寒天 培地 （DIFCO ）を用 い て 継

代 を 行 い
， 好 気 的 に 培 養 を行 っ た ．腸 内細 菌

　（β伽 b加 α θr’μ切 tongum 　JCM 　l　217，　BiY｝dobacterium

adrescentis 　MIOI −4，　 Lactobac 〃 us 　 acidOphilus 　ATCC

4356，　 Jxxctobac〃 us 　　salivarius 　　ATCC 　　ll741，

Eubacterium　aerofaciens 　S−601，　Bacteroides．fragr
『lis　M −

601，Clostridium　penyfringens　ATCC 　13124，　Clostridium

difficile　 JCM 　1296，　 Clostridium　butyricnm　ATCC

14823）は EG 寒天 培地
2 ｝

を用い て継代を行い ，嫌

気的 （CO2100 ％）に培養を行 っ た．す べ て の 菌は継

代後 3 目問培養 した もの を試験 に 用 い た．

　 5 ．最 小発 育阻 止 濃度 （MIC ）の 測定

　 1 ）試料液 の 調 製 ：試料規定量 に エ タノ
ール 及 び

滅菌水 を加 えた後，超音波処理 し，試料を分散 させ

た もの を試料液と し た．エ タ ノール 濃度は 2％ と し

た，

　 2 ）試験 菌液 の 調製 ：齲蝕原困菌 は試験菌 を BHI

液体培地 に 接種 し，37℃ ，24 時間好気的に培養 を行

っ た ，2 倍濃度で 調製 した BHI 液体培地に そ れ ぞ れ

の 前培養菌液を 50 分の 1 量接種 した もの を試験 菌

液と し た．腸内細菌は ， EGF 液体培地
2 〕

に接種 し，

37℃ ， 48 時間 で 嫌気培養 （CO2100 ％）を行 っ た．2

倍濃度 で 調製 した PYFG 液体培地
2 ）

にそれぞれ の 前

培 養菌液 を接種 し た もの を 試験 菌液 と した ．

　 3 ）試験方法 ： 96 穴 マ イ ク ロ プ レ ー ト中 で 2％ エ

タ ノ ール 溶 液 を用 い て 試 料 液 の 2 倍 希 釈 系 列

（100pl）を調製 した （コ ン トロ ー
ル として 2％ エ タ

ノ
ー

ル 溶液を用 い た ）．試験菌液 IOOμ1を各ウエ ル

に添加 し，齲蝕原因菌は 37℃ で 24 時間好気的に ，

腸内細菌は 48 時間嫌気的 （CO210 ％、　H210 ％、　N2

80％）に培養 した．菌 の 増殖 は ，マ イ ク ロ プ レ ー ト

リ…ダーによ り吸光 度 （550nm ） を測定す る こ とに

よ り判 定 し， 最 小発 育阻止濃度 （MIC ） を求 めた，

　 6 ．齲 蝕原 因菌に対す る 生 育阻 害効 果 の 検討

　試料規 定 量 を エ タ ノー一・ル に溶解ま たは分散 させ

た もの を試料液 と し た．S．　 mut αns 　MT8148R を BHI

（33）
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Fig．2．　HPLC 　Chromatogram　ofExtract 　A 丘om 瓦 giobulus

　　　 Peaks：1，macrocaq ）al　A ；2，　macrocalpal 　B；3，　macrocarpal 　C

液体培地 に接種 し
，
37℃

，
24 時 間好 気的 に 培養を行

っ た もの を菌液 と し た ．グ ラ ス チ ュ
ーブに BHI 液体

培地 を 4．9ml ずつ 分注 し ， 滅菌 し た 後 ，試 料液 50μ1

（ブラ ン ク は エ タ ノ
ー一

ル 50μ1）及 び 菌液 50μiを添加

し ，
37℃ で 好気 的 に 培養 し た ．規 定時問培養 した 後，

培養液を滅菌生 理 食塩水 に よ り希釈 し，B 田 平板 ヒ

に塗抹 した，BHI 平板は 37℃ で 48 時闇好気 的 に 培

養 し，平板上 の コ ロ ニ
ー

の 数よ りそれ ぞれ の 試料濃

度 及 び 作用 時 間 に お け る Colony　 forming　 units

（CFe ／m　1を求め た ．

　 7 ．GTase 阻 害効果 の 検討

　 1 ）グル カ ン の 生成 ： 試験方法は前報
P

に従 っ た．

試料規定量を 50％ メタ ノ
ール で溶解 し ， さらに 50％

メ タ ノ
ール で適宜希釈 した もの を試料溶液と した．

62．5mM リン 酸カ リウム 緩衝液 （pH6 ．5）中に ，　sucrose

1，25％，ア ジ化ナ トリウム 0．025％を加 えた もの を基

質溶液と した ．試料溶液 40 μ1，基 質溶液 800μ1，GTase

TABLE 　I，　 Contents　ofMacrocarpa1 へ Band 　C

　　　　 in　EXtraCts　A 　and 　B 　from　E．　globulus

Content（％ ）

Sample　　 M −A M −B M −C Total

Extract　A 　 O．98

Extract　B　　　2．22

1．022

．29

1．673

．96

3．67847

M ．A，　macrocarpal 　A；M −B ，　maGrocarpal 　B；

M −C，macrocarPal 　C

粗酵 素 20μ1， 精製水 140μ1をグラ ス チ ュ
ーブ 中 で混

合 し ， 水 平面に対 し て 30 度に 傾 け ，
37℃ で 16 時間

静置 しグル カ ン を生成 させ た．

　 2 ）付着性 不 溶性 ， 非 付着性 不溶性 ，水溶性 グル

カ ン の 分離 ： 反応終 了後，デ カ ン テ ーシ ョ ン によ り

反応 上清液 を除去 し，さらに 精製水 4m1 で 2 回 緩や

か に洗浄 し た。グラ ス チ ュ
ーブに O．5N 水酸化ナ トリ

ウム 4ml を加え ，
37℃

，
1 時間振 とう し ， グル カ ン

を溶解 させ た も の を付着性不溶性グル カ ン 溶 液 と

し た ．反 応 L清液 及 び 洗浄液を あわせ
， 遠心 分離

（nooog ，15min，4℃ ） し， 沈殿 と 上清液と に分離 し

た．沈殿に 0、5N 水 酸化ナ ト リウム 4醐 を加 え ，
37℃ ，

1 時 間振 とうし，溶解 させ た もの を非付着性不溶性

グル カ ン 溶液 と した ．上 清 液に エ タ ノ
ー

ル を加 え

（最終濃度が 60％），

−20℃ で 2時 間静置し ， 析 出す

る 水 溶 性 グ ル カ ン を メ ン ブ ラ ン フ ィ ル タ ー

（O．22μrn） で 分離 し た ．水溶性 グル カ ン の 付着 し た

フ ィ ル タ
ーに 0．5N 水酸化ナ ト リウム 4m1 を加 え，

37℃ ， 1 時問振 とう，グル カ ン を溶解 させ ，水溶性

グル カ ン 溶液 と し た ．

　 3 ）グル カ ン の 定量 ：各グル カ ン 溶液中の グル カ

ン 量 は ，
フ L ノ

ー一ル 硫酸法
3 ）

に よ り全 糖量 を定量す

る こ とに よ り求めた．適宜希釈 した 各グル カ ン 溶液

1m1に 5％ フ ェ ノv−一一ル 水溶液 ITnlを 加 え ， さらに濃硫

酸 5血 を加 えた．10分後 に攪拌，冷却 し ， さら に 10

分後 に 490  の 吸 光度を測定し た．グ ル コ
ース 溶液

（34）
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TABLE　II．　Antibacterial　Activity　ofEXtracts 　A　amd 　B　f沁 m 瓦 8iobutus　against 　Cariogenic　Bacteria

Mlca （μ91m1）

一 一
SI A B C D E F G H 1

Extract　A 　　　　　l　2．5　　　　12，5　　　　125 　　　　 12．5

EXtract　B 　 　 　 6、25 　 　 6．25 　 　 3、13 　 　 6、25

Tea　eXtract 　　＞400 　　　 ＞400 　　　　 400 　　　　　200

Thymol 　　　 200　　　200　　　 400　　　 200

12．5　 　 25

　 3、13　　　 】2．5
400 　　 ＞ 400

400 　 　 　 200

　 6．25　　　 25 　　　　　 50

　 6．25　　　 12．5　　　　25
＞ 400　　　 ＞400　　　 ＞400

200　　　　　200　　　　　400
aBacterial

　species ：A ，蕊 〃 iutans 　MT8148R ；B ，
　S．　mt ’燃 ∫ Ingbritt；C，　S，　sobrinus 　6715；D ，　S．sob 吻 躍∫

BB ；E，　S．　sang 〜iis 　ATCC 　l　O566 ；F，＆ sali ソarius 　ATCC 　9759：G ，　S．　m 〃is　ATCC 　981　1；H，　E．ノllecalis

ATCC 　19433；1，　L．　case ’ATCC 　393

TABLE　II王．　Antlbacterial　ActMty　ofExtracts 　A　and 　B　fヤom 且 globulus　against 　Intestinal　Bacteda

Mlca （μ91rnl）

Sam　 le A B C D E F G H i

EXtract　A 　 　200

Extract　B 　 　 　50

Thymol　　　 100

10050100 200100200 20010020020050
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aBacterial
　species ：へ β．’oηg〃切 JCM 　l217；B，　B．　adrescentis 　MIO1 −4；C，　L，α c’の ρ乃ぬ 5　ATCC 　4356 ；

D ，ゐ，sa加 arius 　ATCC 　I　1741；　E，　E．　aerofac ’ens 　S−601 ；F，　B ．　fragt〃∫ M −601 ；G，　C．　perfr’〃gens　ATCC 　13124 ；

耳 C4 顔 o’1θ JCM 　1296；1，　C．　butyrici砌 ATCC 　l　4823．

を用 い 検量線奄作成 し，全糖量 の 定量 を行 っ た 。

　　　　　　　　 結果 と考察

　 L ユ
ーカ リノ キ 抽禺物中の macrocarpal 　A ，　B ，　C

含有 量

　 ユ
ー一カ リ ノ キ葉は ，

1 ％ 程度 の 精 油 （：− v．カ リ油）

を含有す る が ，
ユ ーカ リ油 は 齲蝕原因 菌に 対 し て は

抗菌活性 は弱 く ， （MIC ；S．　mutans 　lngbritt：＞200μg！ml ，

S．　sobrinus 　6715 ： ＞200μg！ml ）GTase阻害活性もみ ら

れ なか っ た こ とか ら，水蒸気 蒸留に よ りユ ーカ リ油

を除去 した 後，エ キ ス の 抽出を行 っ た．前報
1 〕 に お

い て ，我 々 は E 　globulus葉 よ り フ ロ ロ グル シ ノール

誘導体 で ある macrocarpa1 へ B，　C，　D ，　H，1，　J及 び

eucaryptone を 単 離 し た ． こ れ ら の 成 分 の 中 で

maorocarpal 　A
，
　B

，
　C の 含有 量が 有意 に 高 い こ と よ り，

今回そ の 含有量を明 らかにす る目的で ，HPLC に よ

る 定量 を試 みた．ODS 一カ ラム を用 い
，
　MeOH − IO°

／e

酢 酸溶液混合系 で 溶出させ る こ とに よ り良好 な ク

ロ マ トグラ ム が得 られた．エ キ ス A 分析時 の ク ロ マ

トグラ ム を Fig．2 に示 した．そ こ で macrocarpal 　A．　B，

C を用い 検量線を作成 し， そ の 含有量 を算出 し た ．

各成分 の 定量結果 を Table　I に 示 し た ，抽出物A 及び

B 中の macrocarpal 　A，　B ，　C 含有量 は ，それぞれ 098 ，

i．02，1．67％ 及び 2，22，2．29，3．96％ で あっ た ．最 も含有

量 の 高 い 成 分 は macrocarpal 　 C で あ り ， 以 下

macrocarl ）al　B ，　A の 順で あ っ た ．また ，
エ キ ス B 中 に

は エ キ ス A の ほ ぼ 23 倍 の macrocarpal 　＆が含まれ て

い た，エ キ ス A50 　g よ りエ キス B は 20．8　g 得 られ

る こ とよ り，
エ キ J＆　A 中の macrocarpa1 　X は ほ ぼ全 量

エ キ ス B に移行 して い る こ とがわ か っ た、

2 ，齲 蝕原 因菌及 び 腸 内細 菌に 対す る 抗 菌活性

　我 々 は，ユ
ーカ リノ キ の齲蝕 原因菌 （S．　mutans ，　S．

sobrinus ）に 対す る抗 菌活性 成分 と し て macroca 【pal

類 を単離 した ．そ の 中 で macrocarpa1 　A，　B，　C は 他 の

フ ロ ロ グル シ ノール 誘 導体 と比較 し，強い 抗菌活性

を有す る こ とを報告 した．n 今回 試料に 用い た エ キ

ス A 及び B 中には macrocarpal 　A ．　B ，　C が トータ ル 量

として 3．67％ ，8．47 ％ 含まれ て お り ， そ の 抗菌活性 を

評価す る た め齲蝕 原 因 菌 （ミ ュ
ータ ン ス 連鎖球菌）

に 対する抗菌活性試験 を行 っ た，エ キ ス A 及 び B の

齲蝕原因菌に 対す る 抗 菌活性試 験結果 を Table　IIに

示 した ．エ キ ス A 及 び B の MIC 値 は ，それ ぞれ

6．25−50μg！ml ，
3．13−25pgfml で あ り，い ずれ の 菌株に

対 して も強 い 抗菌活 性を示 した ，エ キ ス B は エ キ ス

A の 約 2．3倍 の macroc 毋 pal類 を含有する こ とか ら ，
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Fig．3．　 Relationshlp　between　Surviving　Celis（51　mutans 　MT8148R ）and 　Bxposure　Time 　tQ

　　　 Extracts　A 　and 　B 　from　F；．　globulus　in　BHI 　Medium 、　Symbols： ○，　control ； ●
，
10mg／nl1；

　　　 △ ，50mg 〆m 玉； ▲ ，｝OOmg ！m ［，口，200mg 〆ml、

MIC 値 も 9 菌株 中 6 菌株 にお い て
’1’・分 の 値 を 示 し

た ． 緑 茶 抽 出 物 は 　（
一
）
−epigallocatechin ， ←）−

epigallocatechin 　gallate等 の カ テ キ ン 類 を含 有して お

り， 齲蝕原因菌に 対 し て抗菌活性 を 有す る こ と が 知

られ て い る ．4 ）
し か し今 回 の 試験に お い て そ れ ほ ど

強い 抗菌活性は み られ ず，い ずれ の 菌株 に お い て も

MIC 値は 200μg！ml 以 ilで あ っ た ．

　 次 に，ユ
ー

カ リノ キ 抽 出物を 「
−
1腔 内 で 用 い る こ と

を考慮し， 腸 内細 菌に対
’
す る抗 菌活 性 の 検討 を行 っ

た．試験結果 を Table　IIIに 示 し た ．今回試験 に用 い

た腸内細菌に 対 し て ，そ の MIC 値 は エ キ ス A で

100−400μg！ml ，エ キ ス B で 50−200 μg！ml で あ っ た ．齲

蝕原因菌に対する 抗 菌活性 と比 較す る と，そ の MIC

値は 大きく，ユ
ーカ リ ノ キ エ キ ス に 対す る 腸 内細菌

の感受性は，比較的低い こ とが わ か っ た．対照物質

と し て 用 い た thymol は齲蝕原 因 菌， 腸 内細菌 い ず れ

に対 して も MIC 値 は 200μg〆ml 程度 で あ り， 感 受性

に それ ほ ど差は み られなか っ た，

　 3 ．齲蝕 原 因菌に対す る生 育阻害効 果

　 ＝ L・・一一カ リ ノ キ エ キ ス の 齲 蝕原 因 菌 に 対 す る 抗 菌

活性 を さらに詳細 に検討す るた めに ，
ユ
ー一カ リノ キ

エ キ ス を添加 した BHI 培地中に S．　 mutans 　MT8148R

を接種後
一一

定時間 作用 させ ，生菌数の 推移 を調 べ た ．

試験結果 を Fig．3 に 示 し た，エ キ ス A は 10μg／ml で

S．mutans 　MT8 　1　48R の 増殖 を阻害する が ，12時間作

用 後 に お い て もほ とん ど生菌数 は 減 少 し な か っ た．

ま た 添加 濃度 の 増加 に f1トい ，生 菌数 の 減 少 効果 が み

られ る が ， 200μg！ml で 12 時間作用 させ た 場 合に お

い て も菌数は ゼ ロ にはな らなか っ た．エ キ ス B に お

い て は ，
エ キ ス A と比 較 して作用 の 増強傾向が認 め

られ た が ，各添加濃度 に おける生菌数 の 推 移は ほ ぼ

同 様 で あ っ た，以 1二の 結 果よ り，ユ
ー一カ リ ノ キ エ キ

ス は低濃 度 で 齲蝕 原 因 菌に対 し て 強 い 増 殖抑 制効

果 を 示 す が ，そ の 作 用 は 殺 菌的 で な く， む し ろ 静菌

的で あ る こ とがわ か っ た ．こ の よ うな作用特性は長

期 間 の 適 用 に お い て も 口 腔 内 の 菌叢を著 し く変化

させ る可能性 が少な い こ とか ら，抗齲蝕 素材 と して

局所 で の 応用 に適 した もの と考 え られ る．

　 4 ．GTase に よ る グ ル カ ン 生 成に及 ぼす効果

　 £ ぶ‘加 厂伽 ∫ の 培養 L 清 に は ，不 溶性 グル カ ン 生成

酵素で ある GTase −1，水溶性 グ ル カ ン 生成酵素 で あ

る GTase−Sa及 び 一Sb が 存在す る．s ）
こ れ ら の 酵素の

複 合作用に よ り， 蔗糖 を基質 として齲蝕発 生 に 大 き

く関 与す る付着性 不溶 性 グ ル カ ン が 形成 さ れ る こ

とが 知 られ て い る．6 ｝
そ こ で今回，ユ

ーカ リ ノ キ エ キ

ス の グ ル カ ン 生成 阻 害効 果 を詳 細 に 検討 す る た め

に，酵素反応 を行 っ た後，付着性不溶性 グ ル カ ン ，

非付着性不溶性グル カ ン ，水溶性グル カ ン に分離，

定量 し，それぞれ の グル カ ン 生成に対する阻害効果

の 検討 を 行 っ た ．試験結果 を Table　lV に 示 した ．付

着性不 溶性 グ ル カ ン 生成 に 関 し て は エ キ ス A 及 び

B は 濃度 依存的 に 非常 に 強 い 阻害効果 を示 し，コ ン
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TABLE 　IV．　 Inhibitory　Effects　ofExtracts 　A 　and 　B　f士om 　E．　globuhts　fc）r　G｝ucan 　Synthesis　by　GTase

Amount　ofglucan 　synthesis （P9）

Sample　　 Conc 、（μ91ml） AIG IIG SG TG

ControlExtract

　A

EXtract　B

Tea　extract

105010010501001050100

873± 15

421 ± 695

± 1218

± 2270

± 994

± 1219

± 2814

± 13698

± 33614

± 32

320± 34195

± 4211

± 22

298 ± 9215

± 3198

± 9260

± 11160

± 9142

± 5126

± 6

97± 5311

± 2217

± 27143

± 22299

± 5222

± 22179

± 12165

± 12191

± 8218

± 13

129092752345978451445811391031958

Each　value 　represents 　the　mean ± SD．　AIG ，　adhesive 　insoluble　glucan；IIG，　inadhesive　insoluble

glucan；SG，　soluble 　glucan；TG ，　total　glucan．

トロ ・・一ル の 生成量が 873μg で あ る の に対 し て ， それ

ぞれ 50pg！ml の 添加 で 95， 94μg， 100μg／m1 の 添加 で

工8
，

19μg に まで 低下 し た．ま た
，

こ れ らの 濃度 に お

い て ，エ キ ス A 及 び B に 阻害活性 の 差が み られ な い

こ とか ら，macrocailpal 類以外の極性成分も ， グル カ

ン の 生成阻害に関与 して い る こ とが 示唆 され た．緑

茶抽出物は その 成分で あ るカテ キ ン 類 の 作 用 に よ

り GTase 阻害効果を有す る こ とが知 られ て い るが，
7
恫 様 に 試験 を行 い

， 効果 の 比較 を行 っ た と こ ろ ，

50μg！mi の 添加 に お い て も付着性不溶性 グル カ ン の

生成量 は 698μg で あ り ，
コ ン ト ロ ー．一“ル と比 較 して

20％ 程度 の 阻害効果 で あ っ た．非付着性 不溶性 グル

カ ン 産生 に関 して は エ キ ス A 及 び B と もい ずれ の

濃度に お い て もコ ン トm 一ル よ り減少 して い た が
，

濃度依存性は み られなか っ た．水溶性 グル カ ン 産 生

に 関 して は，ユ ーカ リノ キエ キ ス の 添加 量 の 増加 に

ともな い 産 生量 の 減 少がみ られたが，そ の 減少 の 度

合い は 小 さか っ た ．し か も，コ ン トロ ール と比較す

る とむ しろ生成量 は 増加 して い た ．こ れ は ユ V カ リ

ノ キ エ キ ス の 添加 に よ り不溶性 グル カ ン が
一

部水

溶 性 グル カ ン に変化 した た め と考え られ る．よ っ て ，

ユ
ー一カ リ ノ キ エ キ ス は すべ て の グル カ ン の 生成量

を減少 させ て い る わ けで は なく， 齲蝕 の 発生 に 大 き

く関わ る 付着性 不 溶性 グ ル カ ン の 産 生 を特 異的 に

抑制 して い る こ とがわか っ た，

　以 との 結果 よ り，
ユ

ーカ リ ノ キ エ キ ス は イ ン ビ ト

ロ 試験に お い て ， 齲蝕原因菌 （ミ ュ
ータン ス 連鎖球

菌） に対す る強 い 抗 菌活性 とそ の 定着に大 きく関 与

す る 付着性 不 溶性 グ ル カ ン 産 生 阻 害活性 を 合 わ せ

持 つ こ とか ら，齲蝕 予 防素材と して の 有用性が 示 唆

された ．
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